
天
台
止
観
に
お
け
る
善
悪

第
四
業
相
境
を
中
心
と
し
て

荒

槇

純

隆

叡

山

学

院

摩

止
観

の
序
文
に
止
観
の
伝
承
に
つ
い
て
、

天
台
傳

南
岳
三
種
止

一
漸

。
二
不
定
。
三
圓
頓
。
皆
是
大
乘
。

實
相

同
名

止

（
大
正46,

1c

止
観
一
章
安
縁
起
）

と
あ
る
。
天
台
大
師
智

（538

〜597

）
は
、
漸
次
、
不
定
、
円
頓
の
三
種
の
止
観
を
南
岳
慧
思
（515

〜577

）
よ
り
伝
え
た
。
三
種
の

止
観
（
漸
次
・
不
定
・
円
頓
）
と
は

次
第
禅
門

六
妙
法
門

摩

止
観

に
あ
た
る
。
そ
こ
に
説
か
れ
る
法
門
は
み
な
大
乗
で
あ

り
、
と
も
に
実
相
を
縁
じ
同
じ
く
止
観
と
名
づ
け
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
岳
慧
思
よ
り
伝
え
た
と
い
う
一
方
で
、
と
く
に

摩

止
観

は

天
台
智

己
心
中

行

１
法
門

と
も
云
わ
れ
る
。
つ
ま
り

摩

止
観

は
天
台
大
師
が
己
心
中
に
行
ず
る

の

法
門
を
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
実
相
を
拠
り
所
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
内
証
と
も
い
え
る
。
内
証
と
は
己
心
の

悟
り
で
あ
り
実
相
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
実
相
を
体
と
し
、
そ
れ
が
現
れ
た
姿
と
も
云
え
る

相

に
注
目
し
て
善
悪
を

え
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
相
と
は

己
心
中
と
あ
る
こ
と
か
ら

心
に
現
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
写
し
だ

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
現
れ
た
相
に
お
い
て
善
悪
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
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そ
の
相
に
注
目
し
て
天
台
止
観
に
お
け
る
善
悪
を

察
し
て
み
た
い
。

一

先
ず
、
天
台
大
師
智

（
以
下
智

と
す
る
）
が
南
岳
慧
思
の
も
と
で
法
華
を
修
し
た
の
は
二
十
三
歳
、

隋
天
台
智
者
大
師
別
伝

に

は
、

初
獲

頂

思
曰
。
昔
日
靈
山
同

法
華

宿

今
復
來

。

示

普
賢

場

四
安

行

（
中
略
）
經

二
七

日

誦
至

王
品

佛
同
讃
是

是
名

法
供
養

到

此
一
句

身
心
豁
然
寂
而
入
定
。
持
因

發
照

了
法
華

若

高
輝

之
臨

幽
谷

法
相

似

長
風
之
游

太

（
中
略
）

慧
無
礙

門
不

。
宿

開
發
煥
若

華
敷

。（
大
正50,

191c

〜192a

）

と
あ
る
。
こ
れ
を
大
蘇
開
悟
と
い
う
が
、
こ
の
な
か
に
相
と
い
う
言
葉
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り

持
（
初
旋
陀
羅
尼
）
は
静
に
因
り
て
発

し
、
法
華
を
照
了
す
る
こ
と
、
高
く
か
が
や
き
、
幽
谷
に
臨
む
が
ご
と
く
、
諸
法
の
相
に
達
す
る
こ
と
、
長
風
の
大
虚
に
遊
ぶ
に
似
た

り

と
あ
る
な
か
の

諸
法
の
相
に
達
し
た

と
い
う
相
で
あ
る
。
こ
の
諸
法
の
相
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
云
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
相
と
い
う
言
葉
は
慧
思
伝
に
も
見
ら
れ
る
。

続
高
僧
伝

巻
第
十
七
、
陳
南
岳
衡
山
釈
慧
思
伝
二
に
は
、

始
三
七
日
發

少

見

一
生
來
善

業
相

因

此
驚
嗟
倍
復
勇
猛
。

動

八

發

本
初

自

此

障
忽

。
四
肢

不

行

身
不

隨

心
。

自

察
。
我
今
病

皆

業
生
。
業
由

心

。
本
無

外
境

反
見

心
源

業
非

可

得
。
身

如

雲
影

相
有
體

。
如

是

已
。
顚
倒
想
滅
。
心
性

。

苦

除
。
又
發

定

心
境
廓
然
。
夏
竟
受

無

獲

自
傷

昏
沈

生

深

慚
愧

放

身
倚

壁
。
背
未

至
間
霍
爾
開
悟
。
法
華
三
昧
大
乘
法
門
一
念
明

。
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（
大
正50,

563a

）

と
あ
る
。
坐
禅
し
て
、
三
七
日
に
少
静
観
を
発
し
た
。
そ
こ
で
一
生
の
善
悪
の
業
相
を
見
て
驚
き
、
勇
猛
に
精
進
し
た
。
つ
い
に
、
八
触

（
動
触
、
重
触
、
軽
触
、
冷
触
、
暖
触
等
）
が
動
い
て
、
初
禅
を
発
得
し
た
。
…
…
そ
の
後
、
法
華
三
昧
、
大
乗
法
門
に
達
し
た
と
あ
る
。

慧
思
は
、
少
静
観
に
よ
っ
て
、
一
生
の
善
悪
の
業
相
を
見
た
の
で
あ
る
。
天
台
は
諸
法
の
相
に
達
し
、
慧
思
は
一
生
の
善
悪
の
業
相
を
見

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
意
味
が
少
し
異
な
る
が
、
共
通
す
る
こ
と
は
い
ず
れ
も
静
観
に
よ
っ
て
相
が
お
こ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

法
華
経

に
は
実
に
多
く
の
相
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
諸
法
実
相
、
世
間
相
常
住
、
三
十
二
相
八
十
種
好
、

寂
滅
相
、
真
実
相
、
言
辞
相
、
白
毫
相
、
罪
福
相
、
解
脱
相
離
相
滅
相
、
師
子
相
、
涅
槃
相
、
百
福
相
、
三
界
之
相
、
信
解
相
、
喜
相
、

人
相
、
衰
老
相
、
悪
相
、
禽
獣
鳴
相
、
鼻
相
、
百
福
荘
厳
相
、
舌
相
、
大
人
相
、
妙
相
な
ど
が
あ
り
、
な
に
よ
り
も
ま
た
、
相
と
は

十

如
是

の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
何
故
、
相
が
最
初
に
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
十
如
是
に
お
い
て
も
、
自
然
に

え
つ
く
と

こ
ろ
で
は
、
体
つ
ま
り
本
質
が
あ
り
、
そ
の
根
が
も
と
に
な
っ
て
、
あ
る
い
は
、
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
が
あ
ら
わ
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
体
（
本＝

根
、
本
質
）、
性
（
本
性＝
見
ら
れ
な
い
）、
相
（＝

姿
）
と
な
る
の
が
普
通
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
が
、
相
か

ら
始
ま
る
の
は
、
な
に
か
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

相
と
は
一
般
に
は
、
内
的
な
も
の
に
対
す
る
外
的
な
す
が
た
、
つ
ま
り
、
眼
に
見
え
る
も
の
、
あ
る
い
は
坐
中
に
あ
っ
て
は
心
に
写
し

出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
行
を
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
最
も
認
め
や
す
い
も
の
で
あ
る
と

え
ら
れ
る
。
今

法
華
経

の
中

に
で
て
く
る
相
と
つ
く
こ
と
ば
を
あ
げ
た
が
、
そ
の
な
か
の
提
婆
達
多
品
に
あ
る
、

深

罪

相

照

於
十
方

（
大
正9,

35b

）
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と
い
う

文
に
つ
い
て
、

法
華
文
句

に
は
、

今

深

無

罪
無

入

一
實
相

名

深

也
。
十
方

十
法
界
。
同
以

實
慧

之
。
故
言

照

也
。

（
大
正34,

117a

）

と
あ
る
。
深
達
と
は
無
罪
無
福
に
深
く
達
し
て
一
実
相
に
入
る
こ
と
で
あ
り
、
十
方
と
は
十
法
界
を
云
い
、
同
じ
く
実
恵
を
も
っ
て
こ
れ

を
朗
に
す
る
こ
と
か
ら
遍
照
と
言
う
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
罪
福
の
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
、
罪
福
が
も
は
や
罪
福
で
は
な
く
な
っ
て

い
く
の
で
あ
る
。

摩

止
観

の
な
か

正
修
止

に
は
、
そ
の
罪
福
の
相
に
つ
い
て
、

業
相

法
界

。
業
是
行
陰
。
法
華
云
。
深

罪

相

照

於
十
方

微
妙

法
身

相
三
十
二
。（
大
正46,

49c

）

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
智

は
、
業
を
行
陰
と
と
ら
え
、
そ
の
相
と
は
法
華
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
罪
福
の
相
で
あ
る
と

説
く
。
さ
ら
に
業
相
境
で
は
、

罪

相
祇
是
善

業
耳
（
大
正46,

112a
）

と
、
罪
福
の
相
と
は
ま
さ
に
善
悪
業
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
先
に
述
べ
た
慧
思
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
相
を

業
と
、
そ
れ
も
善
悪
の
業
相
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
善
悪
の
相
に
深
く
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遍
く
十
方
を
照
ら
す
、
そ
れ
は
全
く
十
界
の
善
悪
の
相
を

悟
り
の
智

で
も
っ
て

見
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が

法
華
経

に
説
く
一
乗
の
法
に
入
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
相
を
明
ら
か
に
見
る
こ
と
が
一
乗
の
法

に
入
る
こ
と
で
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
罪
福
、
つ
ま
り
善
悪
の
相
を
業
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
相
に
は
過
去

か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
と
続
い
て
い
る
わ
け
で
、
そ
こ
に
は
業
の
問
題
が
関
わ
っ
て
く
る
と

え
ら
れ
る
。
智

は
善
悪
の
業
相
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の

摩

止
観

に
説
か
れ
る
業
相
境
を
中
心
に
善
悪

二
〇
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の
業
相
を
見
て
み
た
い
。二

摩

止
観

十
大
章
の
な
か
正
修
章
の
第
四
に
説
く
業
相
境
は
、
因
縁
、
発
相
、
料
簡
、
止
観
（
十
乗
観
法
）
と
四
に
わ
け
て
業
相

を
明
か
し
て
い
る
。

先
ず
、
止
観
に
お
け
る
業
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
第
七
正
修
止
観
に

業
と
は
行
陰
で

２
あ
る

と
説
か
れ
る
。
行
陰
と
は
五
陰
、
つ
ま

り
色
受
想
行
識
の
行
陰
で
あ
る
。
行
陰
と
は
意
志
な
ど
の
心
の
作
用
、
つ
ま
り
、
い
か
り
、
貪
り
な
ど
の
善
悪
に
関
す
る
一
切
の
心
の
作

用
、
も
っ
と
簡
単
に
云
う
な
ら
ば
、
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
心
に
つ
い
て
は

識
陰
は
心
こ
れ

３
な
り

と

あ
る
。
こ
れ
ら
は
止
観
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
善
悪
が
動
か
さ
れ
、
相
と
な
っ
て
現
れ
る
。
示
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
、
先
ず
、
序
文
に
、

第
四

業
相
境

。
行
人
無
量
劫
來

作
善

業
。
或
已
受

報
或
未

受

報
。
若

心
相
則
不

現
。
今
修

止

能

動

業

故
善

相
現
。
疑

言
。
大
乘

等
何
相
可

論
。
今
言
不

爾
。
祇
由

等

故

業
像
現
。
光
明
云
。

證

十
地

相
皆

現
。
阿
含
云
。

證

初
果

八
十
八
頭
蛇
於

其

死
。
大
小

乘
相
文
甚
多
。
又
法
華
云
。
深

罪

相

照

於
十
方

罪

祇
是
善

業
耳
。

名
云
。
於

第
一
義

而
不

動
善
能
分

別

法
相

故
汝

非
也
。（
大
正46,

111c

）

と
あ
る
。
無
量
劫
か
ら
作
っ
て
き
た
善
悪
の
無
量
の
業
は
、
そ
の
報
い
を
受
け
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
い
ま
だ
に
報
い
を
受
け
な
い
も
の
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
相
は
平
平
の

４
運
心
で
は
現
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
い
ま
、
止
観
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
業

を
動
じ
て
（
動
か
し
て
）
善
悪
の
相
が
現
わ
れ
る
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
相
の
生
起
す
る
原
因
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

二
〇
一
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台
止
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ら
の
相
を
説
く
理
由
を

阿
含
経

や

金
光
明
経

、
つ
ま
り
大
乗
・
小
乗
の
経
典
に
よ
っ
て
、
相
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
傍

証
と
し
て
い
る
。

法
華
経

に
お
い
て
も
同
様
に
、

深
達
罪
福
相
。
遍
照
於
十
方

を
だ
し
て
、
更
に

罪
福
相
祇
是
善
悪
業
耳

と

説
き
、
業
を
善
と
悪
の
二
つ
に
規
定
し
て
い
る
。
業
が
善
悪
に
規
定
さ
れ
る
の
は
、
最
初
に
述
べ
た
智

が
南
岳
慧
思
か
ら
伝
え
た
三
種

止
観
の
な
か
、
漸
次
止
観
と
さ
れ
る

釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門

（

次
第
禅
門

）、
こ
れ
は
、
南
岳
慧
思
か
ら
別
れ
て
か
ら
間
も
な
く
説

か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
内
方
便
に
あ
る

験
善
悪
根
性

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第
二
明

善

根
性

。
行
人

能
善
修

止
門

息

想

則
其
心
澄

。
以

心

故
。
宿
世
善
根
。
自
然
開
發
。
若

無

善

。
則
發

法

故
經
（
涅
槃
經
）
云

先
以

定
動
。
後
以

智

。

止

初
門

善

二
事
之
中
。
必
有

其
一

行

應

當
明
識

其
相

取

之

不

正

故
須

分
別

（
大
正46,

494a

）

と
、
こ
の
善
悪
の
相
が
現
わ
れ
る
の
は
坐
中
に
あ
っ
て
、
先
ず
止
門
を
修
し
、
諸
々
の
乱
想
が
息
み
、
心
が
澄
み
静
か
な
る
状
態
に
な
り
、

そ
の
心
静
か
な
る
故
に
、
宿
世
善
根
が
自
然
開
発
す
る
の
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
こ
こ
に
出
る
と
こ
ろ
の
静
と
は
静
慮
つ
ま
り
禅
定
の
境

地
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
も
し
善
で
は
な
く
て
、
悪
が
発
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

涅
槃
経

第
二
十
九
に
い
う

先
に
定
を
も
っ
て
動
ず
。
後
に
智

を
も
っ
て

５
抜
く

を
引
い
て
い
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
相
と
は
必
ず
善
悪
の
い
ず
れ
か
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
相
を
明
め
る
間
、
つ
ま
り
善
か
悪
か
を
分
別
す
る
間
は
、
正
道
に

く
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
現
わ
れ
た
相
を

明
ら
か
に
分
別
す
る
こ
と
を
説
く
。
こ
こ
で
、
止
に
つ
い
て
も
う
少
し
み
る
な
ら
ば
、
同
じ
く

次
第
禅
門

第
三
之
上
に
、

第
二
明

修

波
羅
蜜

方
便

一
先
明

止
門

…
…
（
中
略
）
…
…
今
於

方
便
中

以

止

初
門

。
一
切

定
功

。

皆
因

制

心
息

而
發
。
故
經
云
。
制

之
一
處

無

事
不

。
止

初
門

則
意
在

此
也
。（
大
正46,

491c

）

二
〇
二

天
台
止
観
に
お
け
る
善
悪
（
荒
槇
純
隆
）



と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う

経
に
云
わ
く

と
は

仏
遺

教

経

で
あ
る
。

之
を
一
処
に
制
す
れ
ば
、
事
と
し
て
そ
な
わ
ざ
る
は

６
な
し

。
之
と
は
心
を
指
す
。
こ
の
心
を
制
す
れ
ば
、
す
べ
て
が
そ
な
わ
る
、
ま
た
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
、
つ
ま
り
、
心
を
知
れ
ば
、

他
の
一
切
が
知
れ
る
。
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

摩

止
観

に
お
い
て
は
、

但

繫

法
界

一

念
法
界

繫

是
止
。
一
念
是

。（
大
正46,

11b

）

と
定
義
さ
れ
る
。
止
は
念
を
法
界
に
繫
け
る
こ
と
、
観
は
念
を
法
界
と
一
に
す
る
こ
と
。
こ
の
二
を
合
し
て
止
観
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ

の

制
之
一
処

は
止
で
あ
り
、
静
で
あ
り
、

無
事
不

は
明
瞭
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
観
で
あ
り
、
明
で
あ
る
と
い
え
る
。
つ

ま
り
止
を
最
初
に
説
く
こ
と
の
意
味
は
一
心
を
制
す
る
一
心
が
一
心
を
明
瞭
に
観
察
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
と
、
と
る
こ
と

が
出
来
る
。
ま
さ
に
、
意
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
る
。
止
観
に
お
い
て
は
そ
の
方
法
と
し
て
四
種
三
昧
十
乗
観
法
が
説
か
れ
、
そ
の
て
だ

す
け
と
し
て
二
十
五
方
便
が
あ
る
。

三

次
に
、
業
相
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
る
。

摩

止
観

に
は
、

明

業
相

四
。
一
相
發
因

。
二
正
發
相
。
三
料
簡
。
四
止

。（
大
正46,

112a

）

と
四
種
に
分
類
し
、
第
一
に
あ
げ
る
因
縁
に
は
、

因

。
有

有

外
。

。
止

心
。
心
漸
明

照

善

或
可

以

止
止

方
欲

滅
。
以

善
善
方
欲

生
。
或
可

以

止
止

因

生
。
以

善
善
因

滅

無
量
業
相
出

止

中

如

被

萬
像
自
現（

大
正46,

112a

）

二
〇
三

天
台
止
観
に
お
け
る
善
悪
（
荒
槇
純
隆
）



と
説
明
さ
れ
る
。

止
観
に
よ
っ
て
心
を
み
が
き
、
心
の
乱
れ
が
よ
う
や
く
修
ま
り
明
浄
に
な
っ
た
状
態
に
お
い
て
、
こ
の
善
悪
の
相
が

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
知
る
。
止
を
も
っ
て
悪
を
止
め
る
に
、
悪
は
ま
さ
に
滅
し
よ
う
と
し
、
観
を
も
っ
て
善
を
観
る
に
、
善
は
ま
さ
に
生

じ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
或
い
は
、
止
を
も
っ
て
悪
を
止
め
る
に
、
悪
は
静
に
よ
っ
て
生
じ
、
観
を
も
っ
て
善
を
観
る
に
、
善
は
観

に
よ
っ
て
滅
す
る
こ
と
を
。
無
量
の
業
相
が
止
観
中
に
現
わ
れ
る

と
、
こ
れ
は
六
祖
湛
然
（711

〜782

）
の

弘
決

に
よ
れ
ば
、

こ
の
善
悪
の
生
滅
は
、
但
止
観
に
よ
っ
て
生
滅
の
相
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
止
観
が
善
悪
を
し
て
生
滅
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は

７
な
い

と
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
、
止
観
に
は
鏡
の
譬
を
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鏡
が
研
か
れ
て
万
像
が
写
し
だ
さ
れ
た
よ
う
な
も
の

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
善
で
あ
る
か
ら
、
或
い
は
、
悪
で
あ
る
か
ら
と
い
う
取
捨
を
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
心
の
乱
れ
が
よ
う
や
く
修
ま
り
明
浄
に
な
っ
た
状
態
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
。
そ
れ
は
、
村

中
祐
生
師
の
説
に
よ
れ
ば
、
禅
定
に
入
る
ま
え
、
つ
ま
り
、
欲
界
定
（
四
禅
の
う
ち
第
一
の
初
禅
に
あ
た
る
）
の
位
次
に
等
し
い
と
こ
ろ

と

え
ら

８
れ
る
と
あ
る
。
こ
の
状
態
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
行
を
成
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
か
、
止
観
に
は

今
但

心
止

令

業
謝
行

一
心
取

。
何
用

曲
辨

相
耶
。（
大
正46,

112a

）

と
あ
る
。

い
ま
は
但
、
止
観
に
よ
っ
て
心
を
研
き
、
業
謝
し
、
行
を
成
ぜ
し
む
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る

と
し
、
こ
こ
で
、
業
に
つ
い

て
は
、
業
謝
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
業
謝
と
は
、
特
に
謝
の
意
味
は

去
る

立
ち
の
く

や
め
る

す
て
る

は
な
つ

縁
を
切
る

な
ど
の
意
味
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
業
謝
と
は
業
を
き
る
、
ま
た
は
、
業
を
捨
て
る
、
そ
の
状
態
を
指
す
。
つ
ま
り
、
止
観
の
止
に
あ
た
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

業
は
身
・
口
・
意
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
思
い
も
業
に
お
さ
ま
る
。
俗
な
言
葉
に

思
い
切
る

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の

状
態
に
あ
っ
て
、
行
を
成
ぜ
し
む
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
行
を
成
就
す
る
た
め
に
一
心
に
道
を
取
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
四

天
台
止
観
に
お
け
る
善
悪
（
荒
槇
純
隆
）



し
た
が
っ
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
心
を
制
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
先
ず
、
静
を
お
こ
す
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
湛
然
の
弟
子
で
あ
る
梁

（753
〜793

）
は

略
止
観

の
な
か
で

心
を
調
え
、
理
に
入
り
、
観
力
が
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
は
お
の
ず
と
謝
す

９
べ
し

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
止
観
を
修
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
業
は
自
ら
去
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
止
観
に
お
い
て
は

何

用

曲
辨

相
耶

と
、
業
相
を
詳
ら
か
に
弁
じ
る
こ
と
は
目
的
で
は
な
い
と
説
明
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め

に
次
に
業
相
の
起
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
の
で
あ
る
と

え
ら
れ
る
。

四

で
は
、
そ
の
業
相
が
起
る
こ
と
に
つ
い
て
智

は
六
あ
る
と
す
る
。

一
報
果
相
現
。

１
報
果
の
相
が
現
る
）

二

因
相
現
。

２
習
因
の
相
が
現
る
）

三
報

現

後
現
。

３
報
が
前
に
現
れ
、
習
が
後
に
現
る
）

四

現
報
後
現
。

４
習
が
前
に
現
れ
、
報
が
後
に
現
る
）

五

報

時
現
。

５
習
報
が
倶
に
現
る
）

六

後
不
定
。

６
前
後
不
定
）

業
現
時
參
差
萬
品
。
識
此
六
意
分
別
無
謬
。

と
、
諸
の
業
が
現
れ
る
時
は
、
参
差
（
た
が
い
ち
が
い
／
入
り
交
じ
っ
て
）
と
し
て
万
品
で
あ
り
、
こ
の
六
意
を
識
れ
ば
分
別
に
謬
な

し
。

二
〇
五

天
台
止
観
に
お
け
る
善
悪
（
荒
槇
純
隆
）



こ
れ
ら
の
六
項
に
つ
い
て
、
最
初
に
報
果
で
は
な
く
、
習
因
か
ら
説
明
さ
れ
る
。

云
何
名

因

果

阿
毘
曇
人
云
。

因
是
自
分
因
。

果
是
依
果
。
又

名

續

自
分
種
子
相
生
。

後
念
心

續

於

念

因
後
念

果
。
此
義

三
性

論
家
但
在

善

無
記
無

續

也
。

報
因
報
果

。
此
就

異
世

因

果
皆
名

報
因

此
因
牽

來
果

故
以

報
目

之
。
名

報
因

後
受

五

身

是
報
果
也
。

就

今
果
報
身
上

復

善

續

因

果
總

世

此

續
是
果
。
若

後
世

此

續
是
因
。

家
明

報
得

雀
身
是
報
果
。
多
婬
是

果

論
家

身
及
多
婬
倶
是
報
果
。
婬
由

貪

。
貪
是

果
。

又
今
生
煩

名

因

業

報
因
。
後
生

煩

名

果

苦
痛
名

報
果

若
坐

中
但
見

相

此
名

報
果
相
現

由

昔
因

故
亦
得

言

報
因

又
能

因
牽

於
後
報

互
受

名
耳
。

今
但

報
果
相

也
。

若
於
坐
中
不

見

相

鬱
爾

心
是
發

因

能
牽

來
果

故
。
亦
得

名

果

酬

昔
因

故
。
互
受

其
名

今
但

因

也
。
善
相
衆
多
且
約

六
度

…
…
（
大
正46,

112a

）

と
あ
る
。

云
何
な
る
を
習
因
習
果
と
名
づ
け
る

こ
こ
で
は
、
毘
曇
・
論
家
・
数
家
な
ど
説
に
よ
っ
て
善
悪
の
業
を
習
因
、
習
果
と
置

き
換
え
て
説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
習
因
は
善
悪
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
善
悪
の
習
因
に
つ
い
て

習
因
と
は
自
分
の

因
で
あ
り
、
習
続
の
意
味
が
あ
る
。
自
分
の
種
子
が
生
じ
、
後
に
起
る
心
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
前
の
念
が
因
で
あ
り
、
後
の
念
が
果

で
あ
る

と
し
、
或
い
は
、

今
生
に
煩
悩
起
る
を
習
因
と
名
づ
け
、
そ
れ
が
業
と
な
る
の
を
報
因
と
す
る

今
を
基
準
に
す
れ
ば
、
習

因
と
は
今
に
お
い
て
起
こ
し
た
煩
悩
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
、
諸
相
が
現
れ
ず
鬱
爾
と
し
て
起
し
た
心
に
習
因
が
お
こ
る
と
す
る
。

二
〇
六

天
台
止
観
に
お
け
る
善
悪
（
荒
槇
純
隆
）



い
ず
れ
も
、
智

は
こ
れ
を
一
念
の
業
と
し
て
と
ら
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
習
因
に
つ
い
て
、

法
華
文
句

に
は
譬
喩
を
も
っ
て

説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
を
み
る
と
、

今
謂

因
應

譬

種
子
受
潤

長

而
土
地
山
川
雖

有

受
潤

闕

於
種
子

長
二
義

（
中
略
）
今
以

大
千
世
界

譬

衆
生

世

山
川
谿
谷
土
地
。
譬

五
陰
世

世
界
無

別
法

山
川
谿
谷
土
地
所

衆
生
無

別
法

五
陰

土
地

譬

識
陰

山
川
谿
谷
譬

四
陰

能
依

草
木

雖

依

土
地
等

土
地
等
非

草
木

草
木
質
幹
（
体
軀
、
か
ら
だ
、
を
い
う
）

但
名

草
木

草
木
種
子
更
無

別
名

但
取

能
生
之
功

名

種
子

生
質
幹
名

草
木

皆
植

根
於
地

地
則
本
也
。

合

因

果

雖

依

五
陰

五
陰
非

因
果

依

於
陰

得

有

因

長

名

果

果
因
依

陰
而

。
則
山
川
土
地

譬

。
草
木
種
子
受
潤

長
譬

悉

也
。（
大
正34,

92a
b

薬
草
喩
品
）

こ
れ
は
先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
習
因
と
は
現
在
お
こ
る
と
こ
ろ
の
善
悪
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
増
長
す
る
を
も
っ
て
習
果
と
名
づ
け
て

い
る
。
た
と
え
と
し
て
、
草
木
（
つ
ま
り
善
悪
）
の
種
が
成
長
し
て
草
木
の
形
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
草
木
以
外
別
の
名
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
そ
れ
は
大
地
（
つ
ま
り
心
）
に
根
を
垂
れ
て
い
る
。
そ
の
大
地
が
本
で
あ
り
、
そ
れ
は
五
陰
の
な
か
に
習
因
と

な
る
要
素

と
で
も
い
う
の
か

そ
れ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
と
ら
え
方
が
天
台
の
具
の
思
想
へ
と
展
開
し

て
い
く
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
に
か
く
、
心
に
は
習
因
つ
ま
り
善
悪
と
な
る
要
素
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
止
観
に
は
報

果
に
つ
い
て
は
異
世
に
つ
く
と
あ
る
。
ま
た
、
現
世
に
煩
悩
お
こ
る
を
習
因
、
業
が
成
じ
る
の
を
報
因
、
来
世
に
苦
を
受
け
る
の
を
報
果

と
し
て
い
る
。

止
観
に
お
い
て
見
る
と
こ
ろ
の
相
と
は
、
報
果
の
相
で
あ
り
、
又
は
、
鬱
爾
と
し
て
お
こ
す
と
こ
ろ
習
因
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
善

の
相
に
つ
い
て
は
六
度
、
悪
の
相
に
つ
い
て
は
六
蔽
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
く
。

二
〇
七

天
台
止
観
に
お
け
る
善
悪
（
荒
槇
純
隆
）



五

こ
こ
ま
で
因
縁
・
発
相
と
み
て
き
た
が
、
こ
こ
ま
で
を
整
理
す
る
と
、
南
岳
慧
思
・
天
台
大
師
智

と
も
に
相
に
達
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
悟
り
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
相
を
手
が
か
り
と
し
て
善
悪
を
見
て
き
た
。
相
と
は
善
悪
の
業
相
で
あ
る
。
そ
の
相
を
解
明
す
る
方
法
と

し
て
、
心
を
認
識
す
る
対
象
と
し
た
。
心
に
は
善
悪
を
生
起
し
生
長
さ
せ
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
静
（
止
観
の
止
に
あ
た

る
）
な
る
状
態
に
よ
っ
て
心
に
現
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
現
れ
た
善
悪
を
取
捨
す
る
の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
観
る
こ
と
が
説
か
れ

る
。
つ
ま
り
、
心
を
止

に
研
く
、
或
は
一
心
に
道
を
と
る
と
い
う
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
止
観
で
は
善
悪
の
相
を

詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
目
的
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
。
謬
な
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
も
は
や
そ
こ
に
は
迷
い
と
い
う
も
の
は

な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
止
観
に
お
け
る
善
悪
の
業
相
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

摩

止
観

で
は
こ
の
後
、
料
簡
、
十
乗
観
法
と
説
か
れ
て
い

く
。
紙
数
の
都
合
で
こ
こ
で
筆
を
置
く
が
、
現
代
社
会
に
次
々
に
お
こ
る
社
会
問
題
は
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
の
根
本
の
原
因
と
な

る
の
は
、
や
は
り
心
の
問
題
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
心
の
ケ
ア
と
い
う
こ
と
が
云
わ
れ
る
の
も
そ
の
表
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
は
心
を
解
明
し
て
い
く
事
に
よ
っ
て
、
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
更
に
は
、
救
い
へ
と
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
も
こ
の
天
台
止
観
の
も
つ
意
義
は
、
更
に
お
お
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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大
正46,

1b

２

大
正46,

49c
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３

大
正46,

52b

４

平
平
運
心
に
つ
い
て
、

天
台
学
概
論

に
は

而
る
に
平
素
通
常
の
心
境

（
二
八
二
頁
）
と
あ
る
。
梁

の

略
止
観

に
は

居

常

（
つ
ね
に
、
ふ
だ
ん
、
平
成
、
道
を
守
っ
て
変
ら
ぬ
等
）
と
い
う
言
葉
で
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
村
中
祐
生
氏
は

こ
こ
に
あ
る

平
平
運
心

は
、
先
の

若
不
照
不
覚
紛
馳

と
同
じ
く
、
禅
定
に
お
い
て
あ
る
性
情
を
超
え
た
段
階
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
説
き

出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、

豁
爾
心
地
一
分
開
明

と
い
う
欲
界
定
の
位
次
に
等
し
い
と
こ
ろ
と

え
ら
れ
る
。
（
村
中
祐
生

天
台
観
門
の
基
調

二
六
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
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大
正12,

793c

６

大
正12,

1111a

７

止
観
輔
行
伝
弘
決

大
正46,

403a

８

天
台
観
門
の
基
調

村
中
祐
生
、
二
六
一
頁

９

定
止
観

続
二
｜
四
、
九
十
四
丁
左
下

二
〇
九
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